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表1 1 両を1 文銭に交換する際の公定相場

 ・
半 疫畏 9  ( 1 9 0 1 ) 疫長1 1 ( 1 6 0 9 ) 元禄1 3  ( 1 7 0 0 ) 天保 1 3  ( 1 8 4 2 ） 明治 2  ( 1 8 6 9 )

1 文践では
永楽銭1 , 0 0 0 文

徳銭4 ,  0 0 0 文
七0 0 0 文 4 ,  0 0 0  文 6 ,  5 0 0  文 1 0 .  0 0 0  文
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際
に

円
の
金

貨
や

紙
幣
が

発
行
さ

れ
た
最

初
は

明
治
四

年
(

り
こ

 
L

一
◦

月
で
あ
る
。
円

の
貨
幣
文
化
に

完
全
に
置
き
換

わ
る

ま

で
は

、
し

ば
ら

く
時
間
が

必
要

で
あ

つ
た

こ
と

に
な

る
。
明

治
に

改
元
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ

て
、
全
て
が

一
気
に
変
化

し

た
訳

で
は
な
い
こ

と
が
、
右
の

お
金
の
数

え
方
を
見
て

も
分

か
る

。

さ
て
、

用
行
義
塾
の
授
業

料
五
〇
疋
で
あ
る

が
、
幕
末

時

の
一
疋

H
二
五
文
を
前
提
に

考
え
る
と
し
て
、

こ
れ
は
当

時

に
お

い
て

ど
れ

く
ら

い
の

価
値

に
な

る
の

で
あ

ろ
う

か
。

五
〇

疋
を

文
に

換
算
す

る
と

、
五

〇
疋
>

<
二

五
文

=

ー
ニ

五
〇
文

と
な
る
。

ー
ニ
五
〇

文
の
価
値

を
考
え
る

に
は

、

以
下

に
示
す

貨
幣
の
交

換
式
が
必

要
と
な

る
。

江
戸

時
代

の
貨

幣
は

「
両

」
「

分
」

「
朱

」
「

文
」

が
あ

り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し

た
金
貨

(
小
判
も

)
、
銀
貨
、
銅
貨

が

あ
っ

た
。
こ

の
う
ち
両

、
分
、
朱

は
金
貨

で
、
一
両

で
四

分

と
等

価
で

あ
り
、

一
分
は

四
朱
と

等
価
で

あ
っ
た

(
図

1
参

照
〇

四
進
法
で

上
の
単
位
に

繰
り
上
が

る
こ
と
に
な

る
。

両
は
小
判

で
あ
る
が
、
分
に
は

一
分
金
や
二
分
金
、

朱
に

は

一
朱

金
や
二
朱
金
の

金
貨
ガ
あ
り
ま

た
こ
れ
と
は

D
C

?
に

銀
貨

に
対
芯

す
る
分
・

朱
も
あ
つ

た
。
庶

民
ガ
日
常

で
多

^

郷
土
史

用
行

義
塾
の

授
業

料
に
つ

い
て

小
栗

勝也

(
1
)

は
じ
め

に

用
行

義
塾
は

明
治

五
年

六
月

二
五日
、

久
津

部
村

(
現

.
袋
井
市

)
に
設
置
さ
れ

た
中
東
遠

地
域
初
の
小

学
校

で
あ
る

r
国

^
全
匡

に
d

学
校
を
作
る
こ
と
を
命
じ
た
「

学

制
」

の
発

布
よ

り
少

し
前

に
、

国
の

命
令

と
は

関
係

な
く

村

人
が

自
発

的
に

設
立

し
た

小
学

校
で

あ
る

と
い

ぅ
点

に
最

大

の
特

徴
を

有
す

る
学

校
で

あ
る
。

こ
の

用
行
義

塾
の
「

規
則

」
が
『

袋
井
市

史
史
料

編
四

近
代
現

代
』
(

昭
和

五
八

年
一
月

三
一

日
、
袋

井
市
)

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

冒
頭

に
、

「
一

束
脩

百
疋

教
授

料

月
々

五
拾

疋
宛

世
話

方
エ

可
差

出
事

」
と

記
さ

れ
て

い
る
。

束
脩

は
今
で

言
え
ば

入
学
金

の
こ
と

な
の
で

、
最
初

に
支
払

う
だ

け
で

済
む

が
、

教
授

料
(

以
下

、
授

業
料

と
す

る
)

は

毎
月

必
要

と
な

る
。

そ
れ

が
月

五
〇

疋
と

さ
れ

て
い

る
の

で
、

一
年

で
は
六

〇
〇

疋
と
な

る
。
こ

の
額
は

高
い

の
か
安

い
の

か
を

考
え

る
の

が
本
稿

の
目

的
で
あ

る
。

(
2

)
五

〇
疋

と
は

額
の

多
寡

を
論

ず
る
前

に
、

前
提

と
な
る

通
貨

と
そ

の
数

え
方

に
つ
い

て
説
明
し

て
お
き
た

い
。
ま
ず

「
疋
」

(
ひ

き
)

と
い

、
つ

単
位

に
つ

い
て

で
あ

る
。

疋
は

古
く

か
ら

使
わ

れ
た

お
金

の
単

位
の
一

つ
で

あ
る

が
、

注
意

が
必

要
な

のは
、

疋

と
い

う
貨
幣

が
存
在

し
た
わ

け
で
は

な
い
と

い
う
こ

と
で
あ

る
"

江
戸

時
代

に
お

い
て

、
一

文
銭

が
一

〇
枚

、
す

な
わち

1
〇

文
の
こ

と
を

表
す

単
位

が
|

疋
で

、
後

に
は

一
疋

H

二
五

文
と

な
り

、
幕
末

も
そ

う
で

あ
っ

た
と

言
わ

れ
て

い
る
。

用
行

義
塾

の
規

則
に

「
疋

」
の
単

位
が

記
さ

れ
た

の
は

明

治
五

年
の

こ
と

で
あ

る
が

、
疋

が
使

わ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

こ
の

頃
の

袋
井

地
域

に
お

け
る

貨
幣

文
化

は
ま

だ
江

戸
末期

の
ま

ま
で

あ
る

こ
とが
分

か
る
C

明
治

政
府

に
よ

って

「
円
」

や
「

銭
」

の
通

貨
単

位
は

導
入

さ
れ

た
も

の
の

、
実

一 5 1 —
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  表3 9 0 0 疋= = 2 両1 分の換算根拠

7 月朔日 中山聞夕 1 0 0  7 E

7 月2 5 日 中山源三郎 1 0 0 疋

7 月2 6 日 中山曹一郎 1 0 0 疋

7 月2 8 日 大橋駒吉 5 0  7 E

S 月3 日 大田宇平 5 0 疋

8 月4 日 美倉利遂 1 0 0  7 E

同5 日 鎌田喜太郎 5 0  7 E

同< 8 日 河台徳太郎 5 0 疋

同8 日 植田国太郎 1 0 0 疋

同9 日 田代常平 1 0 0 正

同1 3 日 中山俊太郎 1 0 0 疋

  パ金2 両1 分也 【計9 0 0 疋】

 *  πけ| : 市1 1 史t i ・遍m  ( : 3 〇5 、3 〇G n ) よいリ・栗が

作成辿ペt 記は”二と同じ

  表2 3 0 0 疋= 3 分の換算根拠

教授料

8 月1 1 每日 大橋駒吉 1 0 0  7 E 2 か月分

同

大田宇平 5 0 疋 1 か月分

同

鎌田喜太郎 5 0 疋

同

同

田代常平 5 0 疋

同

同

植田国太郎 5 0 疋

同

  x 金3 分也 【計3 0 0 疋】

ホ『た仆市セ史‘H 遍四』' 3 0 6 - 3 0 7  n  . ' レへ小栗ポ作成
* 叶ズ記收, ハ仏叱を小柴・・バ芒に主と一たレ’なお原・んは品

ぶ舌で拉宇は上て没吃t . た: " ，ここてはマ’- ヒ丁 ・ね字に| ¢

した【】と太字部V は呼文にけなン1 ・竿か¢ 記したしヴ' .

提
と
な

つ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
九
〇
〇

疋
は
四
〇
〇
疋

+
四
〇

〇
疋

+
1

〇
〇
疋
と
な

り
、
四
〇

〇
疋
は
四

分
H

一
両

な
の

で
、

九
〇

〇
疋
は

二
両
一

分
に
な

る
。
表

3
の

計
算

結

果
か

ら
も

、
一
分

H
一

 
〇

〇
疋
、

四
分

H
四

〇
〇

疋
=

一
両

の
換
算
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
一
疋

U
二
五
文
と

考
え
れ
ば
四
〇
〇
疋

H
一
万
文
リ
ー
両
の
換
算
が
成
り
立
つ

こ

と
が

確
認
で

き
る
。

以
上

の
通

り
、
用

行
義
塾

の
史
料

か
ら
も

当
時
の

原
則

的

換
算
方
式
で

運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
で
き
た
の
で

、
原
則

論
か
ら
も
実
際

論
か
ら
も
、

用
行
義
塾
の

授
業
料
五

〇

T
E

t
i

一
両

の
1

/
8

の
価

値
で
あ

る
と
断
定

で
き
る

。
一

両

リ
ー

万
文

な
の

で
、

そ
の

1
/
8

は
ー

ニ
五

◦
文
と

な
る

。

こ
れ

が
一

文
銭
で

示
し
た
時

の
五
〇

疋
の
価

値
で
あ

る
。

更
に

明
治

四
年

に
通
貨

単
位
と

し
て

「
円
・

銭
」
が

導
入

さ
れ

た
時

、
一

両
リ
ー

円
の

換
算
で

あ
つ

た
こ
と

か
ら
、

一

両
の

1
/
,
 
8

を
円
で
示
す
こ
と

も
で
き
る

—
そ
の
値
は
ー

ニ

銭
五

厘
で

あ
る

。
こ

れ
が

円
で

示
し

た
時

の
五

〇
疋

の
価

値
で

あ
る

。

現
在

に
お

け
る
価

値
は
ま

た
別
で

、
米
価

か
ら
見

た
幕

末
の

一
両

±
四
千

円
一

万
円
程

度
で

あ
る
と

日
銀

は
示
し

て

使
用
し
て

い
た
貨
幣
は
一
文
銭
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
銅
そ

の

他
で

作
ら

れ
て

い
た

。
こ
の

一
文

銭
の
価

値
は

時
代
に

よ
っ

て
大
き
な
差
が
あ
り
、
元
々
は
一
〇
〇
〇
文
で
一
両
で
あ

っ

た
よ
う

で
あ
る
が
、
一

両
"

四
千
文
が

江
戸
時
代
の
普

通
の

相
場
と
な
り
、
そ
れ
が

江
戸
後
期
に
一
両

"
六
千
五
百
文

に

な
っ
た
後
、
明

治
二
年
に
は
一
両

U
一
万
文
に

な
っ
て
い

る

(
表

1
参
照

)
。

疋
の

話
に
戻
る
が
、

幕
末

.
明
治
初

期
で
は
一
疋

=
二
五

文
で
あ
っ
た
の
で
、
用
行
義
塾
に
お
け
る
授
業
料
五
〇
疋

は

ー
ニ

五
〇

文
に
な

る
こ
と

は
先
述

の
通
り

で
あ
る

。
こ
こ

で

右
に
示
し
た
一
両
リ
ー
万
文
の
情
報
と

考
え
合
わ
せ
る
と

、

ー
ニ

五
〇

文
は

1
0

,
0
0

0
ニ
・

1
2
5

O
H
8

と
な
り

、
一

両

の
1
.
,
/
8
 
(
8

分
の

1
)

の
価
値
に
な
る
。
以
上
は
貨
幣

換

算
の
原
則
論
か
ら
計
算
に
よ
っ
て
導
き

出
し
た
も
の
で
あ
る

。

次
に
、
用
行
義
塾
で

も
本
当
に
こ
の
通
り
に
運
用
さ
れ

て

い
た

の
か
に

つ
い
て

、
用
行

義
塾
が
残

し
た
史

料
を
基

に
検

証
し
て
み
た

い
。
前
掲
『
袋
井
市
史
史

料
編
四
』
に
は

用

行
義

塾
の
「
束
脩

教
授
料
覚
」

が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ

こ

に
も
当

時
の

お
金
の

数
え

方
が
分

か
る
デ

ー
タ

が
あ
る

。
た

だ
史
料
全
体
と
し
て
は
、
合
計
値
が
示
さ

れ
て
い
て
も
、

ど

こ
か

ら
ど
こ

ま
で
の

合
算
な
の

か
が
不

明
瞭
で
あ

っ
た
り

、

正
確
と

は
言
え
な
い
情

報
が
含
ま
れ
て

い
た
り
し
て
、

扱
い

に
く
い

史
料
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
綺
麗

に
計
算
が
行
わ

れ
て

い
る

箇
所

も
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
所

か
ら

次
の

二
つ

に
着

目

し
て

み
た
い
。
表

2
と

表
3

で
示
し

た
も
の
が
そ

れ
で
あ
る
。

表
2

は
、

明
治
五
年
八
月
晦
日
に
納

付
さ
れ
た
授
業
料

の

ま
と

め
部
分
を

表
に
し
た
も

の
で
あ
る

。
こ
こ
で

は
大
橋

以

下
五
名
の

授
業
料
が
合
算
さ
れ
て
合

計
三
分
で
あ
る
と
記

さ

れ
て
お
り
、
合
計
で
三

〇
〇
疋
が
三
分
に
読
み
替
え
ら
れ

て

い
る

こ
と

が
分

か
る
。

す
る
と

一
分
は

一
〇

〇
疋
と

い
ぅ

こ

と
に

な
る

。
前

述
の

通
り

原
則

的
換

算
で

は
一

両
H

四
分

で

 あ
る

か
ら

、
一

分
π

一
 

〇
〇

疋
な

ら
、

四
分

は
四

〇
〇

疋
と

な
る

。
一
疋

は
幕

末
で

は
二

五
文

で
あ

つ
た

か
ら

、
四

〇
〇

疋
を

文
に
換

算
す
る
と

4
 
0

0
 
X
2

5
 
=
 

l
o
,

 
0
0
0

文

と
な

り
、

表
1

の
一

両
=

一
万

文
と

同
じ

に
な

る
。

実
際

に

用
行

義
塾
で
も

、
原
則
論

的
換
算
式

に
よ
る
計

算
が
成
立

し

て
い

た
こ

と
が

分
か

る
。

表
3

は
、
明
治
五
年
七

$
八

月
の
束
脩
の
ま
と
め
部
分
で

、

合
計

九
〇
〇
疋

を
二
両
一
分

と
計
算
し

て
い
る
こ

と
が
分

か

る
。
こ

こ
で
も
一
分
を
一

〇
〇
疋
と
考
え
て

い
る
こ
と
が

前
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(
4

.
)

い
る

。
そ

の
1

,
8

は
五

〇
〇

円
$

ー
ニ

五
〇
円

と
な

る
か

ら
膨
大

な
金
額
と
は
言
え

な
い
。
但
し
、
大

工
の
賃
金
で

見
(

5
 

)

る
と
は
一
両

H
約
三
五
万
円
と
な
り
、
そ
の

1
/
8

は
約

四
万
三

七
五
〇
円
で
あ

る
。
米
価
の
場

合
と
は
大
き
な

差
が

あ
る
。

筆
者
が
よ
く
用
い

る
例
は
落
語
の
「

時
そ
ば
」
に

出

て
く

る
立

ち
食

い
そ

ば
一

杯
の

値
段

で
あ

る
が

、
そ

れ
は

一
六
文
で

あ
る
。
い
ま
一
文
を

、
キ
リ
の
よ
い
数
字
で

現
在

の
二

〇
円

と
仮

定
す

る
と

、
一
六

文
は

三
二

〇
円
と

な
る

。

駅
の
立
ち
食
い
そ
ば
一
杯
と
ほ
ぼ
同
じ
位
の
値
段
に
な
る

か

ら
、
一
文
を
現
在
の
二
〇

円
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

。

明
治
二
年
の
一
両
は
一

万
文
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
ば
一
杯

か

ら
見
た
現

在
の
価
値
は
二
〇
万
円

と
な
る
。
そ
の

1
/
8

は

二
万

五
千
円

で
あ
り

、
今
の
私

立
高
校

の
月
額
授

業
料
程

に
な

る
の

で
高
額

に
感

じ
る
。

こ
の
よ

ぅ
に
同
じ
一
両

の
1
,
/
8

と
い

つ
て
も
、
現
在

の

価
値

を
考

え
る
時

は
基
準

と
す
る
も

の
に
よ

っ
て
五

〇
〇

円

$
四
万
三
七
五

〇
円
も
の
開
き
が
生
じ
て
し
ま

ぅ
。
五
〇

〇

円
な
ら
安
価
で
あ

る
し
、
四
万
超
は
高
価
で
あ
る
。
そ

こ
で

現
在

の
価
値
を

考
え
る
こ
と

な
く
、
当

時
の
価
値

感
覚
で

考
え

て
み

る
こ
と

に
し
た

い
。

(
3
)

他
の
小
学
校
の
授
業
料
事

情

当
時
の

価
値
感
覚
で
考

え
る
た
め
に
筆
者

が
思
い
つ
い

た

も
の

は
、

こ
の

用
行

義
塾
の

授
業

料
が
当

時
の

他
の
小

学
校

の
授

業
料
と

比
べ
て

、
ど
れ
ほ

ど
高
い

か
安
い
か

を
比
べ

て

み
よ

ぅ
と
い
ぅ

こ
と
で
あ
る

。
以
下
、

こ
の
点
に

つ
い
て

考
え

て
み

た
い
◦

明
治
五

年
の
学
制
に
よ
っ

て
小
学
校
を
設
立

す
る
こ
と

が

国
か

ら
命
じ
ら

れ
る
と
、
明

治
六

i
七

年
頃
に
全

国
で
爆

発

的
に
小
学
校

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る

◦
当

時
の
小
学
校

は

義
務

教
育
で
あ
る
と

は
い
え
、
今

日
と
は
異
な

り
教
育
費

は

無
償

で
は

な
か
っ
た

。
地
域

や
時
代

に
よ
っ

て
差
は
あ

る
も

の
の
、
子

ど
も
を
送
る
家
庭
か

ら
受
益
者
負
担
と
し

て
の

授
業
料
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
た

。

そ
の

額
に
つ
い

て
は
様々

で
あ

っ
た
よ

ぅ
だ
が
、
「

学
制

」

の
中
で
は
第
九
四
章
に
お
い
て
、
「
受
業

料
」
と
し
て
小

学

校
で

は
「
一
月
五

十
銭
ヲ
相
当

ト
ス
外
ニ
ニ

十
五
銭
ノ
ー

 
等

(
6

)

ヲ
設

ク
」

と
記
さ

れ
て
い

た
。
月

五
〇
銭

を
相
当

額
と
す

る

が
、

こ
れ
を
払

え
な
い
人
の

た
め
に
月

二
五
銭
の

設
定
を

別

に
用
意
し
て
も
よ
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
納

入

で
き
な
い
者
は
届

を
出
し
、
学
校
か
ら
許
可
を
得
る
こ

と
も

可
能

と
さ
れ
て

い
た
の
で
、

臨
機
応
変

に
対
応
し

て
厳
し

く

徴
収
し
な
く
て
も
よ
い

と
初
め
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
こ

と

が
分

か
る
。
ネ

ガ
テ
ィ
ブ

な
表
現
で

表
せ
ば
、

授
業
料
で

経

費
を

賄
ぅ

こ
と

は
難

し
い

こ
と

を
承

知
の

上
で

、
見

切
り

発

車
的

に
小
学

校
を
ス
タ

1
卜
さ
せ

た
と
言

え
る
か
も

し
れ

な

い
。

い
ず

れ
に

せ
よ

、
こ

こ
で

示
さ

れ
た

相
当
額

が
月

五
〇

銭
で

あ
っ

た
。

用
行

義
塾

の
授

業
料
は

月
五
〇

疋
=

ー
ニ
銭

五
厘
で

あ
っ

た
。
学

制
で
相
当
額
と

さ
れ
た
月
五
〇

銭
よ
り
も
少
な

く
、

学
制

が
別
に
設

定
し
て
も
よ

い
と
し
て

い
た
月
二

五
銭
と

比

ベ
て

も
半

額
で

あ
る
。

こ
れ

ら
と
比

べ
れ
ば

、
用

行
義
塾

の

月
謝
は
決

し
て
高
く
は
な
い
と

言
え
る
。

-

む
し
ろ
学

制
の
設
定
額
の
方
が
高
額

す
ぎ
る
よ
ぅ
に
見

え

る
。
実
際
、

学
制
の
設
定
額
は
高
額
で
あ

る
た
め
人
々
を

苦

し
め
た

、
と
怒
っ
て
い

る
人
が
い
る
。

そ
の
人
は
、
高

額
で

あ
る

根
拠
と

し
て
、
「

明
治
ー
ー

年
当
時

、
有
業
者

一
人

当

た
り
年
間
ニ
ー
円

の
所
得
で
あ
つ
た
」
こ
と
を
指
摘
し

、
だ

か
ら

小
学
校
へ
の
「

就
学
は
家
庭
に

と
っ
て
は
か

な
り
負

担

で
あ

つ
た
」
と
言

う
。
月
五
〇

銭
な
ら
年
六

円
に
な
る
か

ら

M
a

ニ
ー

円
の
家
で
こ
れ
を
負
担

す
る
の
は
困
難
で
あ
る

こ

と
は

誰
で
も

想
像
で

き
る
。

だ
が

実
態

は
、

そ
の

よ
ぅ

な
単
純

な
話

で
は
な

い
。

学
制

に
月

五
〇
銭
の
授

業
料
が
相
当

で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
た

と

し
て
も
、
現
実

は
そ
の
通
り
に
動
い
て
い
な
か

つ
た
か
ら

で

あ
る

。
法

律
に
書

か
れ
て

い
れ
ば
、

現
実
も

全
て
そ

の
通

り

に
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
の
は
浅
は

か
で
あ
る

◦
そ
う
で

あ

る
な
ら
ば

、
こ
の
世
に
は
戦
争

も
犯
罪
も
起
き
な
い

は
ず

で

あ
る

。
し

か
し

現
実

は
違

う
。

学
制

が
記

す
月

五
〇
銭

に
関

す
る
現

実
に
つ

い
て

、
『

学

制
百

年
史
』

(
文
部

省
、
昭
和
四

七
年
一

◦
月

一
日

)
に

は

次
の

よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る

。
す
な
わ

ち
、
「
学

制
が
定

め

た
月

額
五

〇
銭
は
、

当
時
に

あ
っ
て

は
き
わ

め
て
高
額

で
あ

り
、
こ
の
規
定
を
実
施
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能

で

あ
っ

た
。

実
情

と
し

て
は

、
少

額
の

授
業

料
を

徴
収

し
、

貧

民
に

対
し

て
は

無
料

と
す

る
場

合
も

多
か

っ
た
。

」
(

一
六

九

i
一

 
七
〇
頁

)
、

「
実
際

に
は
、
小
学

校
総
数
の
約

半
数
が

授

業
料

を
徴
収
せ

ず
、
徴
収
す

る
場
合
で

も
規
定
の

額
を
は

る

か
に

下
回

る
例
が

多
く
、

授
業
料
収

入
は
、

学
区
の

教
育

費

の
わ

ず
か

な
部

分
を

占
め

る
に

す
ぎ

な
か

っ
た
」

(
二

六
二

頁
)

と
。

先
の

評
者
は

こ
の
文

章
を
読

ん
で
い

な
い

の
で

あ
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ろ
ぅ

。

ま
た

、
当
時
の
久

津
部
村
が
属

し
た
浜
松
県

で
は
、
学

制

を
受

け
て
独

自
に
全

一
六
条
か

ら
な
る
章

程
を
作

成
(

明
治

六
年

六
月

 
一

◦
日

)
し
て

い
る
が

、
そ
の

第
一
三
条

に
「

生

徒
ノ
束

脩
ハ
ニ
十
五
銭
ト

シ
、
授
業
料
ハ
毎

月
十
二
銭
五

厘
卜
定
ム
ベ
キ

事
」
、
「
但
、
各
区
ノ
事
情

ニ
ヨ
リ
掛
酌
増
減

ス

ル
妨

ゲ
ナ
シ
ト
ス

」
と
あ
る
。

浜
松
県
内
の

全
て
の
公
立

小

学
校
で
は

、
用
行
義
塾
の
授
業
料
と

同
じ
月
十
二
銭
五
厘

が
授
業
料

の
相
当
額
で
あ
る

と
通
達
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る

。

一
年

前
の
学

制
の
月

五
◦

銭
よ

り
も
遥

か
に
低

額
に
抑
え

ら

れ
て

い
る
。
当
時
の

教
育
行
政
は

月
五
〇
銭
を

生
徒
に
強

要

す
る
よ

う
な
強
圧
的
な
も

の
で
は
な
く
、
比

較
的
緩
や
か

な

対
応

を
し

て
い

た
と

い
う

の
が
実

態
で

あ
る

。

更
に

、
筆
者
が

知
っ
て
い

る
実
例
を
示

す
と
、
学

制
よ

り

も
後

の
事

例
で

は
あ
る

が
、
例

え
ば
、

現
在
の

袋
井

市
の

隣

に
あ

る
磐

田
市

の
匂
坂

地
区

に
存
在

し
た
匂

坂
学

校
で
は

、

明
治

一
六

年
に

正
式
に

「
村

立
小
学

匂
坂

学
 
<

」
に
な

っ
た

際
、

授
業
料

は
「
一
切

免
除
」
と

さ
れ
て

い
た
。
ま

た
、

用
行
義

塾
の
後
身

学
校
で
あ
る

久
津
部
学

校
の
更
に

後
身
と

な

る
「

公
立

小
学

到
目
舎

」
で

は
、
明

治
一

三
年
一

◦
月
時

占
⑴

に
お
い
て
、
学
校
の
経
費
は
「
学
区

内
三
ケ
村
」
の
「

戸

数」
全

体に対
し

て「賦
課

」する
、

とされ
て

おりし
、

授
業

料
の

形
で

の
徴

収
は

さ
れ
て

い
な

い
。

更
に

、
久

津
部

村

の
近

く
に

位
置

し
た

愛
野

村
に

は
愛

野
学

校
が

あ
つ

た
が

、

明
治
ー
ー
年

三
月
時
点
で
の
同
校
の
経
費

は
、
村
内
一
三

〇

戸に
対

し「地
価

百円二付
金

弐拾五
銭

一」の
割

当で
負

担
す

る
こ

と
を

原
則

と
し
て

お
り

、
こ
こ

で
も

授
業
料

の
形

で
は

徴
収

さ
れ

て
い

な
い

。

生
徒

が
い

な
い

家
も
含

め
村
内

の
各

戸
に
経

費
を
割

り
当

て
る
方
式
は
、
当
時
の
小
学
校
の
経
費
捻
出
方
法
と
し
て

最

も
多

く
採

用
さ

れ
て

い
た

方
式

で
あ

り
、

明
治

六
年

の
統

計

に
ょ
れ

ば
、
全
国
の
小

学
校
の
収
入
総

額
の
ぅ
ち
約
四

三
%

が
各
戸
割
当
金
で
あ
っ

た
と
い
う
。
多
く
の
地
域
で
は
村

が

総
出

で
学

校
の

維
持

に
協
力

し
て

い
た
の

で
あ

り
、
剖

目
舎

や
愛

野
学

校
の

例
は
そ

の
典
型

で
あ
る

。

同
じ

明
治
六

年
の
全

国
統
計
か

ら
は
、

授
業
料
に

ょ
る

収

入
の

割
合
は
小
学
校

の
全
収
入
の
う

ち
約
六

%
1

に
過
ぎ

な

か
っ
た
こ
と
も
分

か
る
。
月
五
〇
銭
の
授
業
料
で
小
学

校
の

経
費

を
運

用
し

よ
う

と
い
う

発
想

は
、
学

制
を

構
想
し

た
当

時
の

文
部

省
が
建
前

と
し
て

示
し
て

は
い
た

け
れ
ど
も

、
そ

れ
で
運
用
で
き

る
訳
が
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て

お
り
、
そ

れ

ゆ
え

に
授
業

料
以
外

の
捻
出

方
式
も
承

認
さ
れ

て
い
た

^
で

あ
る

。
も

ち
ろ
ん
各

戸
割
当

金
は
子

ど
も
を

小
学
校
に

出
す

家
に
も
支

払
い
義
務
が
あ
っ
た
か
ら

、
授
業
料
で
は
な
く

と

も
学

校
維

持
の

た
め

に
何

ら
か

の
負

担
は

避
け

ら
れ

な
か

っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
授
業
料
ま
で
徴
収
さ
れ

る

ケ
ー

ス
は

そ
れ
ほ

ど
多
く

は
な
か
つ

た
こ
と

に
な
る

。

こ
の

よ
ぅ

に
初
期

の
頃

は
、
小

学
校
に

お
け
る

授
業
料

の

徴
収

は
ケ

ー
ス

バ
ィ

ケ
ー
ス

で
あ

り
、
徴

収
さ

れ
て
も

小
額

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
文

部
省
は
授
業
料
負
担
の
義

務
(1E)

化
を
打

ち
出
し
た
。
明
治

一
八
年
の
こ
と
で

あ
る
。
だ
か

ら

前
出

の
匂
坂

学
校
は
授

業
料
免
除

だ
っ
た
の

に
、
明
治

ニ
ー

年
に

「
匂
坂
尋
常
小

学
校
」
に
な

っ
た
時
に
は

、
授
業
料

が

月
八
銭
と
定
め
ら
れ
た

。
授
業
料
義
務
化
の
時
期
だ
っ
た

か

ら
で

あ
る
。
ま

た
、
い
ま
の

掛
川
市
に

あ
っ
た
尋

常
小
学

校

の
岳
陽
学

校
で
は
、
明
治
一
九
年

九
月
の
時
点
で
、
授
業

料

と
し
て

最
高
学
年
の
四
年

生
に
は
月
六
銭
と

定
め
ら
れ
、

以

下
、
三
年

生
五
銭
、
二
年
生
四
銭
、

一
年
生
三
銭
と
傾
斜

配

分
さ

れ
て
い
た
。
更

に
、
同
じ
掛

川
で
も
村
立

山
口
尋
常

小

学
校

で
は

、
明

治
ニ
ニ

年
一

◦
月

時
点

で
、
授

業
料

は
学

年

を
問

わ
ず

一
律

「
月

七
銭

」
と

定
め

ら
れ

て
お

り
、

「
貧

困

ニ
シ

テ
入
学

シ
能
ハ

サ
ル
児

童
ハ
、
村

長
ノ
見

込
ヲ
以

テ
授

業
料

ヲ
免

除
ス

ル
コ
ト

ア
ル
ヘ

シ
」
と

の
但
し

書
き

が
添

え
、

 
(

1
8

.
)

ら
れ

て
い

た
。

全
国

の
小

学
校

で
授

業
料

が
義

務
化

さ
れ

た
明

治
一

八
年

以
降

で
さ

え
、

右
の

学
校

で
実

際
に

徴
収

さ
れ

た
額

は
月

額

七
$

八
銭
で
あ

り
、
学
制
発

布
当
時
に

相
当
額
と

定
め
ら

れ

た
五
〇
銭
ど
こ
ろ
か
、

浜
松
県
が
相
当
額
と
し
た
ー
ニ
銭

五

厘
よ

り
も

更
に

安
価

で
あ
っ

た
。

し
か
も

納
入

が
難
し

い
家

に
は
免

除
さ
れ
る
こ
と

も
あ
つ
た
。
授

業
料
を
義
務
化

し
た

後
で

も
、

強
引

な
取

り
立

て
を

行
う

訳
で

は
な

く
、

柔
軟

性

の
あ

る
運

用
が

明
治

期
の

教
育

現
場

で
は

行
わ

れ
て

い
た

こ

と
に

な
る
◦

(
4
)

用
行
義
塾

の
入
金
記
録
か
ら
分
か
る
こ

と

こ
の

よ
ぅ
な
柔

軟
な
対
応
は

、
用
行
義

塾
の
中
に
お

い
て

も
見

ら
れ

た
こ

と
で
あ

る
。

用
行

義
塾

の
出
席

記
録
を

筆
者
が

整
理
し

た
結
果

、
最

大

で
五

〇
数

人
程
の

塾
生
が

い
た
こ

と
が
分

か
っ
て

い
る
が

、

こ
の

ぅ
ち

、
束

脩
(

入
学

金
)

ま
た

は
教

授
料

(
授

業
料

)
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表4 用行義塾の塾生で入金の記録がある者

一 中の# 4 氏名

【以下、特別な塾生】
( 女= 束脩の支払い、◦ = 教授料の支払し>

i 2

渡辺渚十( 伊十ノ マ9 . だ0 にi  ' 刀、' 、〇9 / 2 1 に工分2 3

中山源三郎 マし上] に日7 H 、り明治6 年1 / 2 に2 分1

中山曹一郎 しにH ，三. 、|  ) 明治6 牟1 / り：- 1 な。4 二-
1

5

中付繁太郎
       ヽ- 4  1  卜|  - i 1  一 k  - ー・上 7 7  一，t 、

  9 /  2 0  に1  r f -5

中山伎太郎 丁r y / 1 3  に白疋、。萌>
-  7 中山仙三郎

2 0 に1 分、〇明治6 年1 / 2 に1 分

【以―i :

8

痺涌の克

中山問夕

M ご1

- 8 / 2 1 に! 5 勿2 分; 5 厘【なぜか
中、f e . り、2 回台】、リ9 / 1 3 に5  . < 1 2 分5 厘

9 . 5

1 6

1 0

1 1

1 2

1 3

1 5

1 6

1 7

1 7

2 5

( 2 6 ?

2 8

3 3

3 7

3 S

大塙駒吉( 駒吉）

【本村の宇平もあり区
  別不可】 一
松蛙八十吉

田代常平（常平）【袋
 井】

一定7 ぐ2 8 に5 〇疋、り8 / 晦H に百疋、0 1 0 / 1 2 に2
斗: 、リ1 1 R に2 朱、' ! 明治6  ¢ - - 1 ，・。卜。牛ヘ。
丑分として2 朱が2 固⑹ししポい- ん
? r S / 3 に品化、0 8 / 晦口に5 （n j F

能V I 幾( 刻分として卜2 月分ん

W

山木三平

鎌田喜太郎【袋井】

1 8

1 9

2 0

2 1

2 3

2 4

2 5

3 9

- 1 0

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

| 習ぼ井春¥

かS ) 戸> ，6  ^ 1 / 2 に" 朱、◦ 明治6 年3 月分
ごし' - 、」朱7 」、2 回

> 1 1 月に2 朱

し' ) 明治< 3 年3 月にH T
☆9 / 2 0 に1 分

了: 戸5  に而' 7 e 、O s , / 一 に 5 〇 疋、0 1 0 7 1 1 m
泛ム1 こ1 一2 作9  I  ^ ；- L 5 2 朱、O 1 " 了2 に1 〇月
單1 月ゾを列治b 年1 / 2 に2 朱‘ 〇明治6

植田国太郎【袋井村】

河菩徳太郎
聰森真二

村松弁二郎

阿部かい

阿部五六部-

4 7

4 8

2 6 4 9

二浦レ、そ

☆ 8 / 1 に百7 1 £ 、◦ 明治6 年3 丹に; 2 朱

I s / s , に百丁ヒ、り1 〇 パ; 2  に 2  朱、了
( 川月汽6 J P 1 / 2 に2 朱、〇明治6 年3 月( . £ 1 - 9
月ノナごして1 分と3 月分として2 朱

~ ^ T i n z ' w i T W i n t T ^ T r
☆ 9 / 2 0 に1 分

☆ 9 / 2 0 に1 分

☆9 / 2 0 に1 分

政平_
ちを

☆ 9 / 2 0  に1 分 ーー
☆明治6 年1 / 2 ぼ1 朱一
☆明治6 年1 / 2 に1 1 F
☆明治r 年1 / 2 にn r
☆明治6 年i / 2 にr ^ ~

瑞忠| 篇技盟篇獄g ⑽獄理ぬ馨」鮮、

卜こ. 心別人と断定g . S なら凝ん‘ピ7 篇。、ここでに・便* 的に通番に「9 . 5 」として記し
頌溫篇篇F ハ代金は略1 : た，
ソネ、f e 中し' ' 示| - た換界式から1 分は1 0 0 疋、] す: は2 5  / E となる-

を
収

め
た
こ

と
が
記

録
に

残
っ
て

い
る
者

は
、
表

4
に

示
す

二
六

人
程
で

あ
り

、
全

体
の
半

分
程
で

し
か
な

い
。

こ
の
表

は
、

『
袋

井
市

史
史

料
編
四

』
に

収
録

さ
れ

て

い
る

「
束
脩

教
授
料

覚
」
「

出
席
教

授
優
生

姓
名
簿

」
を
基

に
筆

者
が

整
理

し
て

、
『
静

岡
理

工
科

大
学
紀

要
』

に
発
表

し
た

デ
ー

タ
か

ら
作
成

し
た

も
の
で

あ
る

'
 

よ
り

具
体

的
に

述
べ

る
と

、
拙

稿
「

用
行

義
塾

の
基

礎
的
研
究

資
料
(

そ
の

2
ご

に
収

録
の

「
表

2
用

行
義

塾
塾

生
の

出
席

状
況

及

び
日

別
情

報
の

一
覧
$

特
別
の

塾
生

・
用

務
員
」

及
び

「
表

3
用

行
義

塾
塾

生
の

出
席

状
況

及
び

日
別

情
報

の
一

覧
i

普
通

の
塾
生

①
」

、
拙
稿

「
用

行
義
塾

の
基

礎
的
研

究

資
料
(

・
そ

の
3

ご
に

収
録

の
「

表
4

用
行

義
塾

塾
生
の

出
席

状
況

及
び

日
別

情
報

の
一

覧
i

普
通

の
塾

生
②

」
(

全

て
『

静
岡

理
工

科
大

学
紀

要
』

第
二

三
卷

〈
二
◦

一
五
年

六

月
一
日
〉
に
同
時
に
収
録

)
の
三
つ
が
基
デ
ー
タ
で
あ
る
。

拙
稿
中

の
「

表
2

」
(

以
下

鍵
括
弧

付
き

の
表
番

号
は
拙

稿
中

の
表
の

こ
と
で
本

稿
中
の
表

と
は
異

な
る

)
か

ら
八

人

(
用
務

員
と
し
た
日
向
謹
作

も
塾
生
に
含
め
る

)
、
「
表

3
」

「
表

4
」

か
ら

小
計

四
九

人
、

合
計

で
五

七
人

の
塾

生
を

筆

者
は

特
定

し
た

。
但

し
、

同
一

人
物

で
あ

る
可

能
性

が
あ

つ

て
も

、
同

一
人

物
で

あ
る

こ
と

の
確

証
が

な
い

た
め

に
、
便

宜
上
、
別

人
物
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
、

そ
れ
を

断
っ

た
上

で
(

番
号
に

括
弧

を
付

け
る

こ
と
で

)

「
表

2
」

$
「

表
4

」
を
作

成
し

て
い
る

。
も

し
同
一

人
物

と
し

て
ま
と

め
る
こ

と
が
で

き
た

と
し

た
ら
、

合
計
五

七
人

と
し

た
塾

生
の

中
か

ら
五

人
程

が
減

る
可

能
性

が
あ

る
。

従
っ
て

、
五

二
$

五
七

人
の

ど
こ

か
に

定
ま

る
は

ず
で

あ
る

が
、
確
定
で
き
な

い
の
で
、
現
状
で
は
塾
生
の
総
数
は
五

〇

数
人

程
と

記
す

の
が

最
も

合
理

的
で

あ
る
と

考
え

て
い

る
。

先
に

最
大

で
五

〇
数

人
程

の
塾

生
が

い
た

と
記

し
た

根
拠

が

こ
れ

で
あ
る

。

ま
た

「
表

2
」

「
表

4
」

に
は

、
束

脩
や

教
授
料

(
授

業
料

)
を

収
め

た
記

録
も

記
し

て
あ

る
。

そ
こ

か
ら

、
お

金

が
支

払
わ

れ
た

記
録

が
あ

る
塾

生
の

み
を

抽
出

し
た

も
の

が

本
稿
の

表
4

で
あ

る
◦

こ
こ
に

も
同

一
人

物
か

別
人

物
か
を

区
別

で
き

な
い

場
合

が
含

ま
れ

て
い

る
。

該
当

す
る

人
数

に

つ
い
て

、
先
に

「
二
六

人
程
」

と
幅
を

持
た
せ

た
表
現

を
用

い
た

の
も

、
そ

れ
が

理
由

で
あ

る
。

但
し
、

こ
の

入
金

の
記

録
に

は
元

々
「

心
付

」
も

記
さ
れ

て
い

た
け
れ

ど
も

、
『

袋
井

市
史
史

料
編

四
』

で
は

、
「
此
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分
其

処
二

心
付

訳
る

二
付
潰

ス
」

、
「

◦
以
下

抹
消

」
と
断

り

書
き

ガ
記
さ

れ
た

上
で

、
削

除
さ
れ

た
部

分
が

あ
る

(
三

〇
八
頁

〇
こ
の

部
分
を

削
除
し
た

の
は
市

史
編
纂

者

の
意

思
に
よ
る
も

の
か
、
国
立

史
料
館
所
蔵

の
元
史
料
自

体

の
中
で
既
に
抹
消
さ
れ
て
い
た
の
か

は
確
認
で
き
て
い
な
い

<

こ
の

た
め
、

も
し
か

す
る
と

、
授
業
料

の
つ
も

り
で
心

付
を

支
払
っ

た
塾
生
が
表

4
に

示
せ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る

。

江
戸
時
代
の
塾
や
寺
子

屋
で
は
、
毎
月
で
は
な
く
盆
暮
れ

な

ど
の

時
期
に
様
々
な

形
で
授
業
料

に
相
当
す
る

金
品
を
支

払
(

り
)

う
習

慣
が
あ

つ
た
か
ら

、
用
行
義

塾
に
対

し
て
も
同

様
の

形

で
対
価
を
支
払

え
ば
よ
い
と
考
え
た
親
が
あ
っ

て
も
不
思

議

で
は
な
い
。
そ
の

た
め
用
行
義
塾
に
対
し
て
束
脩
ま
た

は
授

業
料

を
払

っ
た
者

は
二
六

名
程
で
あ

る
と
し

た
数
字

も
、

右

の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
増
え
る
可
能
性
は

あ
る

。

ま
た
、
束
脩
や

授
業
料
の
記
録
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る

の

は
『
袋
井
市
史
史
料
編
四
』
の
記
録
だ
け
で
あ
る
が
、

そ

の
記

録
自
体
が
不

完
全
で
あ
っ

た
り
、
知
ら

れ
て
い
な
い

別

の
記

録
ガ

あ
っ

た
り
し

た
場

含
も
、

更
に
増

え
る

か
も
し

れ

な
い
。
だ
が
、
知

ら
れ
て
い
な
い
記
録
を
考
慮
す
る
こ

と
は

不
可
能
で
あ
る

し
、
『
袋
井
市
史
史
料
編
四
』
の

記
録

に

つ
い
て
も
心

付
の
削
除
以
外
に
不
備
が

あ
る
か
否
か
に
つ

い

て
は
現
状

で
は
確

か
め
よ

ぅ
が
な

い
の
で

、
こ
こ

で
は
右

の

通
り
、
二
六
名
程
が
用

行
義
塾
に
お
金
を
支
払
っ
た
人
数

で

あ
る

と
考

え
て

お
き
た

い
。

以
上

の
デ

ー
タ

か
ら
、

用
行
義

塾
の

塾
生
全

体
五
〇

数
名

の
中

で
、
約

半
分
程

し
か
束

脩
ま
た
は

授
業
料

を
支
払

っ
て

い
な
い
こ
と
が

分
か
る
が
、
こ
の
こ
と
は
授
業
料

¢
寺
を
払

わ

な
い

ま
ま

用
行

義
塾
に

来
て
い

た
者
が

い
た
こ

と
を

意
味

す

る
。

そ
う

い
、

つ
塾

生
に

対
し

て
用

行
義

塾
側

が
支

払
い

を
催

促
し

て
い

た
か

否
か

は
判

ら
な

い
が

、
束

脩
や
授

業
料

を
支

払
っ

た
記

録
が

な
い

子
ど

も
で

も
何

日
も

出
常

し
て

い
た

事

実
を
確

認
で
き
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
授

業
料
の
有
無

は

大
目
に

見
ら
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い

と
想
像
さ
れ
る

。

更
に

、
支
払
い
の

仕
方
を
見
て

も
、
先
月
分

の
授
業
料

を

次
の

月
に
支
払

っ
た
り
、
複

数
月
分
を

ま
と
め
て

支
払
っ

た
-

 
(

2
1

)

り
す
る
こ
と

も
普
通
に

行
わ
れ
て

お
り
、
支

払
い
方
法

に
つ

い
て

も
柔

軟
な

対
応

が
な

さ
れ

て
い

た
こ

と
が

分
か

る
。

こ
の
よ
ぅ

に
、
月
謝
と
し
て
五
〇
疋

を
課
す
と
規
則
に

示

し
て
い
た
と
し
て
も
、
実
際
の
運
用
は
規
則
通
り
で
は
な
く
、

緩
や

か
で

柔
軟

な
対

応
を

し
て

い
た

の
が

用
行

義
塾

の
実

態

で
あ

っ
た

。

江
戸
時
代
ま
で
は
、
子
ど
も
が
義
務
と
し
て
学
校
へ
行

か

ね
ば

な
ら

な
い
と
い

ぅ
制
度

は
な
く

、
月
額

方
式
で
授

業
料

を
収

め
る

文
化

も
日

本
に

は
な

か
っ

た
。

そ
れ

と
比

べ
る
と

、

明
治

に
な

っ
て

小
学

校
が
義

務
教

育
化
さ

れ
、

し
か
も

比
較

的
安

価
で

あ
っ
て

も
月
謝

が
必
要
と

い
、
つ

の
で
は

困
る
家

庭

も
多

か
っ

た
で

あ
ろ
う

こ
と
は

、
明
治

初
期
の

小
学

校
の

就

学
率

が
低
か

っ
た
こ

と
か
ら
容

易
に
想

像
さ
れ

る
。

そ
の
後
、
授
業
料
の
納
入
は
明
治
三
三
年
に
完
全
に
廃

止

さ
れ

、
義
務
教

育
の
無
償

化
が
ス
タ

ー
ト
す
る

が
、
無
償

化

以
前
に
お
い
て
は
小
学
校
の
授
業
料
徴
収
は
珍
し
い
こ
と

で

は
な

か
つ
た
。
し

か
も
支
払

い
免
除
等
も

用
意
さ
れ
て

お
り

一

貧
困

家
庭

で
も

児
童

を
学
校

に
行

か
せ
ら

れ
る

よ
う
な

工
夫

は
な

さ
れ

て
い

た
。

出
来

る
限

り
就

学
率

を
上

げ
る

た
め

に

柔
軟
な
運

用
が
行
わ
れ
て
い
た

の
が
当
時
の
実
態
で

あ
り

、

そ
れ

は
用
行
義
塾
で

も
同
じ
で
あ
つ

た
と
考
え
ら

れ
る

。

(
5

)
ま

と
め

小
学

校
で
授

業
料
を
徴

収
す
る
こ

と
は
明
治

前
半
に

お
い

て
は

特
異
な
こ
と

で
は
な
か
つ

た
の
で
、
私

立
小
学
校
と

さ

れ
た

用
行
義
塾
で
も

授
業
料
を
徴

取
し
た
こ
と

自
体
は
不

思
(

4
 

)

議
な

こ
と

で
は

な
い

。
し

か
も

そ
の

額
は

学
制

が
求

め
た

授

業
料

よ
り

も
遥

か
に
安

価
で
あ

り
、
当

時
の
浜

松
県

が
示

し

た
小

学
校

の
標
準

的
な
授

業
料
と
同

額
で
あ

っ
た
。

用
行

義

塾
の

授
業

料
は

特
別
に

高
額
で

あ
っ
た

訳
で
は

な
い

。
そ

れ

で
も
明

治
二

◦
年
代
に
授
業

料
徴
収
が
義
務
化

さ
れ
た
以

降

の
近
隣
小
学
校
の
月
謝
が
七

$
八
銭
で
あ
っ
た
こ
と
と
比

較

す
る

と
、
用
行

義
塾
の
月
ー

ニ
銭
五
厘

は
割
高
に
見

え
る

。

但
し

、
当

時
の

小
学

校
全

般
と

共
通

し
て

、
授

業
料

の
徴

収

は
用

行
義

塾
で
も

柔
軟
で

あ
っ
た
か

ら
、
額

面
通
り

の
授

業

料
だ
け

で
議
論
す
る
の
は

危
険
で
あ
る

。

用
行

義
塾
は

当
時
の

小
学
校
と

比
べ
て

特
別
に
高

額
な

授

業
料

を
要

求
し

て
い

た
訳

で
は

な
い

が
、

そ
れ

で
も

一
般

論

で
言
え
ば

、
明
治
初
期
に
は
小
学
校

に
対
す
る
家
庭
の
負

担

が
重

い
と
感

じ
ら
れ

、
そ
れ
ゆ

え
全
国

的
に
就
学

率
が

低

か
つ

た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
よ
う
な

時
代
に
一

般
の
家

庭

か
ら
見
る
と

、
用
行
義
塾
も
敷
居
の
高
い

存
在
で
あ
っ
た

か

も
し

れ
な

い
。

そ
れ

ゆ
え

、
当

該
地

域
初

の
小

学
校

で
あ

る

と
い

、
つ
画
期

的
な
側
面

を
持
ち
な

が
ら
も
、

用
行
義
塾

に
入

学
し

た
子
ど
も
は
五

◦
数
人
程
で

あ
り
、
実
際

に
通
学
し

て
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い
た

子
ど
も

は
最

も
多

い
時

で
も
一

日
に

二
八

人
で

し
か

な

か
っ
た
。
用
行
義

塾
の
発
足
は
、
小
学
校
と
い
う
存
在
が

日

本
中
で
当
た
り
前
に
な
る
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
つ
た
の
で

、

右
の

よ
、
っ

な
事
情
も

や
む
を

得
な
か
っ

た
と
思
わ

れ
る

。

事
実

と
し

て
、

用
行
義

塾
で
学

ん
だ

子
ど
も

の
数
は

多
く

な
く

、
ま
た
存

続
し

た
期

間
は
一
年

に
も

満
た

な
か
っ
た

の

で
、
当
時
も
今
も
、
こ
の
学
校
の
存
在
感
が
乏
し
い
と
い

う

残
念
な
側
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

何
度

も
言

う
通

り
国

ガ
義

務
教

育
と

し
て

の
小

学
校

を
導

入
す
る
よ
り
も

前
に
、
こ
の
よ
う
な
学
校
を
村

人
の
発
案

で

自
主

的
に

設
立

し
た

意
欲

は
高

く
評

価
し

た
い

と
思

う
。

そ

れ
は
当

該
地
域
の
他
の

場
所
で
は
決
し

て
見
ら
れ
な
い

こ
と

だ
っ

た
か
ら

で
あ

る
。

ま
た
授
業
料
を
収
め
て
、
用
行
義
塾
で
学
ん
だ
子
ど
も

た

ち
が
僅
か

で
も
存
在
し
て
い
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
こ

れ

は
近

代
的

な
教

育
の
重

要
さ
を

理
解

す
る

先
見
の

明
を

持
っ

た
親

が
こ
の
地

域
に
存

在
し
、

な
お
か

つ
授
業
料

を
収

め
ら
れ
る
裕
福
さ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る

〇

用
行
義
塾

を
作
っ
た
久
津
部
村

と
そ
の
村
人
た
ち
自

身
が

、

思
想

的
に
も

経
済
的
に

も
当
時
に

お
い
て

は
傑
出
し

た
存

在

で
あ

っ
た

と
言

う
べ

き
な

の
か

も
し

れ
な

い。

(
父

の
葬
儀
を

間
に
挟
み
な

が
ら
執
筆

、
二
〇
ニ
ニ
年

一
◦

月
二
八
日
脱

稿
、
静
岡

理
工
科
大
学

情
報
学
部
教

授
)

 
 

(
1

)
「

幕
末
期
の

五
〇
疋

(
ひ
き

)
は

、
現
在

で
は
だ

い
た

い
幾
ら

く
ら

い
に
な

る
か

」
と
い

ぅ
質

問
に

福
井
県

立
図

書

館
が
回

答
し
た
内
容
が

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

事
例
詳
細
と
し

て
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
協

同
デ

ー
タ

べ
ー

ス
に

記
録

.
公

開
さ

れ
て
い

る(h
ulDsy/cr

cLncil.c
fQOJ^/r

eference
/cie 

け a
il?;pac

fQe

"
r

e
f

l
v

i
e

w
^

i
d

=
1

0
0

0
1

9
7

8
7

7
)

。
そ

れ
に

よ
る

と
、

幕
末

期
は

「
一
疋

=
二

五
文

」
と

あ
る
。

但
し

、
徳

川
時

代
ま
で

に
は

一
◦

文
H

一
疋

と
な

つ
て

い
て

「
一

分
銀

一
枚

に
相

当

し
」

た
が

、
「

後
に

は
二

五
文

を
一

疋
」

と
し

た
、

と
説

明

さ
れ

て
い

る
。

江
戸

時
代
で

も
一

疋
"

 
一

◦
文

の
時

期
と

、

一
疋

H
二

五
文
の

時
期

に
分

か
れ

る
こ

と
に

な
る

。

 
 

(
2

)
『
日

本
史
総
覧

机
上
版
』

(
昭
和
六

三
年
九
月
一

〇
日

、

新
人

物
往

来
社

)
一

◦
八

三
頁

、
一

◦
九

二
頁

。

 
 

(
3

)
た
と
え
ば
、
三
〇
六
頁
に
「
三
口

/
」
と
記
さ
れ
た

部

分
の

右
に

は
、

鷹
森

真
二

か
ら

阿
部

五
六

郎
ま

で
六

人
の

名

が
あ

る
。
ま

た
「
葵
酉

一
月
二
日

受
取
」
分

と
し
て
、

源
三

郎
か

ら
仙

三
郎

ま
で

三
人

分
の

記
録
が

あ
る

の
に

「
ニ

ロ

/
」

と
記
さ

れ
て
い
る

(
三
〇
九

頁
)

。

 
 

(
4

)
日

銀
の
貨
幣
博
物
館
の

H
P

内
に
あ
る
「
お
金

の
歴

史

に
関

する
F

A
Q

」
(

h
tt

p
s:

/
/

w
ww

.
im

e
s.

b
o

j
.o

r
jp

/
cm

/

hist
ory/illst

oryfaQ/an
swerhtms

ao5
n

 
 

(5
)

同右
。

(
・

6
)

国
会
図

書
館

デ
ジ
タ

ル
コ
レ

ク
シ
ョ

ン
所
蔵

「
学

制
」

三
七
丁
、
画
像
で
は
三
九
コ
マ
目
の
画
像

。

(
L

/
)

同
右

、
三

七
丁

1
二

八
丁

。
画

像
で

は
同
じ

三
九

コ
マ
目

。

 
 

(
8

)
井
出

草
平

の
研
究

ノ
ー

ト
「
明

治
時
代

の
義

務
教
育

の

、浸味
£!」(htt

!DS://i
cies.kL

atenacr
locfQ.c

om/enr
-t-r

y

/2019/10
/

22/165520)
。

 
 

(
9

)
『

掛
川

市
史
資
料

編
近
現

代
』

(
平

成
七

年
三
月

三

◦
日
、
掛

川
市
発
行

)
七
〇
三

；
七
〇
五
頁
に
収
録

の
「

浜

松
県
小
学

区
画
章
程
」

。

 
 

(
1
0

)
市
川
恒
「
近
・
現
代

史
匂
坂
学
校
」

(
磐
南

文
化

協

会
『
磐
南

文
化
』
第
ー
ニ
号
、
昭
和

六
一
年
七
月
一
日
、

所

収
)

六
一

頁
◦

 
 

(
1

1
)

拙
稿
「

用
行
義

塾
と
戸

倉
新
資
料

の
こ
と

」
(

『
静

岡
理

工
科
大
学

紀
要
』
第
二
三
卷
、

二
〇
一
五
年
六
月
一

日
、

所

収
)

九
九
頁

。

 
 

(
1
2

)
前
掲
『
袋
井
市
史
史
料
編
四
』
三
八
二
頁

。

 
 

(
1

3
)

前
掲

『
学

制
百

年
史

』
一
七

〇
頁

。

 
 

(
1

4
)

同
右

。

 
 

(
1
5

)
前
掲
『
学
制
百
年
史
』
二
六
五

i
二
六
六
頁

。

 
 

(
1
6

)
前

掲
・
市
川
「
近
・
現
代

史
匂
坂
学
校
」
六
五
頁

。

 
 

(
1
7

)
前

掲
『
掛
川
市
史
資
料
編
近

現
代
』
七
〇
九
頁

。

 
 

(
1
8

)
同
右
、
七

ー
ー
頁

。

 
 

(
1
9

)
江
戸
時
代
の
塾
の

授
業
料
に
関
し
て
は

『
福
沢
諭
吉

事

典
』

(
福

沢
諭
吉
事
典
編

集
委
員
会

.
編
、

慶
応
義
塾
・

発

行
、
二

◦
一

 
◦

年
ー

ニ
月
二
五
日

)
に
あ
る
以
下
の
記

述

(
一

〇
二

頁
)

が
参

考
に

な
ろ
う

。
「
旧

幕
時
代

の
私

塾
で

は
、

入
塾

の
際

に
束

脩
と

し
て

若
干

の
金

員
を

お
さ

め
、

そ

の
後

は
盆

暮
の

年
二

回
各

生
徒
の

身
待

ち
に

合
わ
せ

金
子

な

り
品

物
な
り

を
贈
る

と
い
う
の

が
慣
わ
し

で
あ
っ

た
。

」

寺
子
屋

に
つ
い
て
は
、
「

江
戸
時
代
、
寺
子

屋
の
授
業

料

は
い
く
ら
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
東
京
都
江
戸
東

京

博
物
館

図
書
室
が
答
え
た

記
録
が
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
事
例
詳

細

と
し

て
レ

フ
ア

レ
ン

ス
共

同
デ

ー
タ

べ
ー

ス
に

公
開

さ
れ

て

い
 

る
(

https
:

//crd
.

ndLgoj
p

/refe
r

ence/
d

etail?
p

age

"
r

e
f

一
<

.6
^

¥
&

1
¢

3
=

10
8

0
3

0
1

44
と

」
そ

れ
に

ょ
る

と、
「

金
額

に
明
確

な
定
め
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
般

的
に
寺
子
屋
に

通
う

場
合

は
師

匠
に

、
入
門

料
で
あ

る
「
束

脩
(

そ
く

し
ゅ

う
)

」

と
授
業
料
で

あ
る
「
謝
儀
」
を
納
め
ま
し

た
。
江
戸
と
地

方
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て
は

謝
礼

の
傾

向
が

異
な

り
ま
し

た
が

、
江

戸
で
は

銭
を

納

め
る
事

が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の

ほ
か
盆
暮
な
ど

に
付

け
届

け
が
行

わ
れ
て

い
た
よ

う
で
す
が

、
も
ち

ろ
ん
す

べ
て

の
寺
子
屋
に
当
て
は
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

い

う
の

が
「
回

答
」
で

あ
る

"

更
に

寺
子

屋
の

授
業

料
に

関
す

る
具
体

例
と

し
て

、
「
【

資

料
4

】
『
史
話
江
戸
は
過
ぎ
る
』
に
よ
る
と
、
江
戸
末
期

頃

に
は

、
毎
月

「
一
朱

銀
を
二

つ
持
っ
て

ゆ
き
」

、
ま
た

二
十

五
日
に

は
天
神
様
の
天

神
講
の
た
め
の

銭
を
用
意
し
た

そ
う

で
「
さ
し
に
差
し
た
金
を
一
本

持
つ
て
ゆ
き
ま
し
た
が

、

一
本

で
い
く

ら
あ
っ
た

か
は
知
り

ま
せ
ん
」

と
の
証
言

が
あ

り
ま

す
。

.
.

【
資

料
5

】
『
時

代
考
証

事
典
』

に
よ
る

と
、
「

ど

の
寺

子
屋
も
ま
っ

た
く
月
謝
の

定
め
が
な
か
っ

た
」
盆

暮

や
五

節
句

に
「

百
文
か

ら
多

く
て
一

千
文
程

度
」

持
参
し

ま

し
た

。
月
謝

に
直
す
と

「
二
十
文

；
二
百
文

」
と
し
て

い
ま

す
。

/
【
資
料

6
】
『

江
戸
の
備
忘
録
』
に
よ
る
と
、
授

業

料
は
年

5
回
払
い
で
、

江
戸
で
は
金

1
朱

(
約

2
万
円

、
1

両
"

3
0

万
円

換
算

)
ず

つ
5

回
納

め
る

の
が
通

例
で
あ

る
と

し
、

農
村

部
で

は
江

戸
の
半

額
ほ

ど
と
の

こ
と

で
す
。

.
.

【
資

料
7

】
『

日
本
庶
民
教

育
史
』
中
卷

(
復

刻
版

)
の
報

告
に

よ
る

と
、
金
銭

だ
け
で
な

く
、
食
品

や
物
品
な

ど
さ
ま
ざ

ま

だ
つ

た
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
，

-
」

(
原

文
横

書
き

。
「

'
」

は

小
栗
が

付
し
た
も
の
で

改
行
を
表
す

)
と

紹
介
さ
れ
て

い
る

こ
れ

ら
の
例
か
ら

み
て
も
、
用

行
義
塾
に
あ
っ

た
「
心

付
」
が

寺
子
屋
時
代
の

授
業
料
代
わ
り

で
あ
っ
た
可
能

性
は

十
分

に
あ

る
。

用
行

義
塾

に
お

い
て

、
正

規
の

授
業
料

を

払
っ
た
者
が
更
に
心
付
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
と
し
た
ら

、

授
業
料

と
は
別
の
心
付
と

い
ぅ
こ
と
に
な
る

が
、
誰
が
心

付

を
払
っ

た
の
か
が
分
か
ら
な

い
の
で
、
授
業
料

以
外
の
心

付

で
あ

っ
た
か

否
か

を
確
認

す
る
こ

と
は
で

き
な
い

G

 
 

(
2

0
)

例
え

ば
、

前
出

の
「

表
4

」
の
中

に
あ

る
2

1
番
「

勝
次

郎
(

又
は

「
勝
二
郎
」

)
は
七
六
回
の

出
席
が
、
ま
た

2
4

番

「
常

作
」

は
六

二
回

、
3

0
番

「
武
吉

(
ま

た
は

「
竹
吉

1
)

は
A

三
回

の
出

席
が

確
認

で
き
て

い
る

が
二
三

五
頁
の

【
〇

の
数

合
計
】
を

参
照

)
、

三
人

と
も
束
脩

や
授
業

料
を

支
払
っ

た
記
録
は
な
い

。

 
 

(
2

1
)

例
え
ば

、
同

じ
「

表
4

」
中

の
3

9
番
「

国
太

郎
」

は
明

治
五
年
ー
ー
月
に
一

0
月
分
の
授
業
料

を
支
払
っ
て
お
り

、

明
治

六
年

三
月
に

は
 

ー
ー

ニ
月
分

と
三
月

分
を
二

回
に
分

け

て
支

払
っ

て
い

る
。

(
9
9

r
)

ほ
か
に
、
「

表
3

」
中
の

6
番

「
駒
吉
」
は
七
月

二
八

日
に
束
脩
を
収

め
て
い
る
が
、
そ
の
額
は
五
〇

疋
で
、
束

脩

の
規

定
額
で

あ
る
百

疋
の
半

額
し
か
な

い
。

1
6

六
番
「

大
田

宇
平
」
も
八
月
三
日
に
収
め
た
束
脩
は
五
〇
疋
で
あ
る
。

ま

た
、

「
表

4
」

で
は

、
明

治
六

年
一

月
二

日
に

束
脩

を
収

め

た
4

6
番

「
三

浦
い

そ
」

と
4

9
番

「
茂

平
」

は
一

朱
"

二
五

疋

し
か

収
め

て
い

な
い

が
、

こ
れ

は
既

定
の

束
脩

の
四

分
の

一

で
あ

る
。

収
め

る
金

額
に

つ
い

て
も

融
通

を
利

か
せ

て
い

た

こ
と
に

な
る

。
こ
れ

ら
は

い
ず
れ

も
本

稿
の
表

4
か

ら
も

見

て
取

れ
る

。

(
2
3
)

前
掲
『
学
制
百
年
史
』
三
一
六

1
ニ
ー
七
頁

。

2
4

)
学

制
に

よ
っ

て
国

が
指

示
す

る
よ

り
も

前
に

、
既

に
用

行
義

塾
が

月
謝

方
式

を
採

用
し

て
い

た
点

は
特

異
な

こ
と

で

あ
る

の
で

、
別

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い
。

も
し

か
す

る
と

そ
こ
に

、
慶

應
義

塾
が

日
本

で
初

め
て

採
用

し
た

私
塾

の
授

業
料

方
式

が
影

響
し

て
い

た
可

能
性

が
あ

る

か
も

し
れ

な
い

。
用
行

義
塾

の
創

設
者
で

あ
る

足
立

一
族
の

中
に

足
立

寛
が

い
て

、
寛

は
福

沢
諭

吉
の

弟
子

で
あ

り
、福

沢
塾

の
塾

長
で

も
あ

っ
た

か
ら

、
慶

應
と

の
関

係
を

勘
繰

り

た
く

な
る

こ
し

か
し

な
が

ら
、こ

れ
に

関
す

る
証

拠
は

現在

の
と
こ

ろ
何

も
な

い
。

(
/
2

5
)

明
治
五
年

一
〇
月
四
日
及
び

五
日
の
出
席
人
数

が
二

八

人
で

、
こ

れ
が
一

日
当

た
り

の
最

多
出

席
者

数
で

あ
っ

た
。

前
出

・
拙

稿
「

用
行
義

塾
の
基

礎
的
研

究
資
料

(
そ

の
3
)

」

に
収

録
の

「
表

5
」

を
参

照
の

こ
と

。

地
名

考
袋

井
市

村
松

は昔

「
東

西
ノ
谷

」
と
呼

ば
れ
て

い
た

村
松

兼
子

春
治

は
じ

め
に

袋
井

市
村

松
に

つ
い

て
遠

江
国

風
土

記
伝

に
「

村
松

と
琥

す
る

は
大

同
元

年
三

位
中

将
茂

氏
卿

、
越

後
国

村
松

よ
り

来

た
り

、
子

孫
姦

に
住

す
」

と
あ

る
。

こ
の
た

め
、

村
松

氏
の

一
族

が
村

松
に

来
て

地
名

と
し

た

と
言

い
伝

え
ら

れ
て

い
る

が
、

今
ま

で
そ
の

真
偽

は
不

明
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

令
和

3
年

7
月

1
6

日
、
岐

阜
県

恵
那
市

武
並

町

の
水

野
氏

夫
妻

が
見

え
て

、
自

分
の

妻
の

実
家

は
佐

々
木

京

極
系

の
武

将
の

家
柄

で
村

松
姓

を
称

し
て

い
る

が
、

系
図

(
以
下
「
大
津
村
松
家
系
図
」
と
言
ぅ

)
に
村
松
伊
右
衛

門

忠
成

が
次

の
よ

ぅ
に

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

以

前
に

も
遠

州
を
数

度
訪
ね

て
い
た
が

、
再
度

調
査
に

見
え

ら
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